
環境心理シンポジウム「評価グリッド法とその周辺」 

主催： 一般社団法人 日本建築学会 環境工学委員会 環境心理生理運営委員会 環境心理小委員会 

日時： 2014 年 10 月 31 日（金） 13 時 30 分～17 時 30 分 

会場： 建築会館会議室（東京都港区芝 5-26-20） 

評価グリッド法とは、1980 年代に建築環境心理分野にて讃井純一郎氏が提案したインタビュー手法である。その後、

環境心理分野においては多くの研究者によって愛用されるとともに、商品企画やマーケティングなどの分野でも顧客

ニーズ把握のために幅広く利用されるようになり、実用面での有効性が高く評価されている。また、評価グリッド法にヒ

ントを得た手法提案や技法開発なども論文集や大会発表などでたびたび報告されており、評価グリッド法を核とした

類縁手法群を形成しているという様相も呈している。 

提案から約 30 年が経過した現在、評価グリッド法に関する状況をまとめ、今後を展望することを目的としてシンポジ

ウムを開催する。前半部分では、評価グリッド法および関連手法の主な適用分野における適用状況を概括し、後半部

分では、評価グリッド法に関連する手法・技法について、主に提案者自身に紹介していただく構成としている。 

今年度は大会にて「評価構造」をテーマとするオーガナイズドセッションが企画され、さらに 9 月下旬には「評価グリ

ッド法の実習」をテーマとした環境心理生理チュートリアルが開催される。これら企画に参加し関心を持った方、および

関心がありながら参加できなかった方、さらに建築以外の分野の参加者など、多くの方の参加を期待する。 

＜プログラム＞ 

司会：槙究（実践女子大） 

１．イントロダクション （13:30～13:50） 

 ・趣旨説明 小島 隆矢（早稲田大学） 

 ・評価グリッド法とは 宗方 淳（千葉大学） 

２．評価グリッド法の適用 （13:50～15:10） 

 ・建築学分野の状況 辻村 壮平（鉄道総合技術研究所） 

  ・心理学分野の状況 白川 真裕（日本大学） 

  ・マーケティングなど実務関連分野の状況 小島 隆矢（早稲田大学） 

 ・評価グリッド法に関するシステム紹介 ①白川 玲子（(株)マクロミル） 

   ②尾上 洋介（京都大学） 

３．評価グリッド法の類縁手法および応用技法 （15:20～16:50） 

  ・レパートリーグリッド法と個別尺度法 小島 隆矢（早稲田大学） 

  ・キャプション評価法からみた評価グリッド法 古賀 誉章（東京大学） 

  ・箱庭手法とその応用 丸山 玄（大成建設） 

  ・イメージグリッド法誕生の経緯とその位置づけ 大井 尚行（九州大学） 

  ・PAC 分析とその応用 土田 義郎（金沢工業大学） 

４．総合討論 （17:00～17:30） 

 ・指定討論者 讃井 純一郎（関東学院大学） 

参加費：会員 2000 円，会員外 3000 円，後援団体 2000 円，学生 1000 円（資料代含む，当日お支払いください） 

定 員：70 名（申し込み先着順，動画参加者を除く） 

申込方法：Web申し込み https://www.aij.or.jp/index/?se=sho&id=845  

 （動画配信をご希望の方は、当会 HP の「催し物・公募一覧」の動画配信よりお申し込みください。） 

申込期限：10 月 21 日 

申込問合せ：日本建築学会事務局 研究事業グループ 中村（TEL：03-3456-2057，E-mail：nakamura@aij.or.jp） 


